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こんかい

今回のテ ー マ

脳の電気で話す
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かんが おも った

「考える」だけで、 思いが伝わる。
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にんげん のう め み

人間の脳は、目に見えないほ
ちい さいぼう おく こ

ど小さな「細胞」が1000億個も

籐まってできています。籐紺薗
ぁみ め たが

は網の目のように、お互いにつ

ながっています。このつながり
よわ でん き なが

に弱い電気が流れることで、

図たちは寄ぇたり、味を動か

したりすることができます。
わたし て う己

私たち が 手 を 動 か せ る の
のう て うこ

は、脳 から「手を動かせ」とい
め いれい よわ でん き

う命令が「弱い電気」として籍

籟を蓮って、箭笛まで籠＜から

です。
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い し そ つう きんにく ささ

◇意思疎通筋肉が支え

からだ さんにく よわ

体の筋肉がだんだんと弱く
びようき

なってしまう病気があります。

この祝気になると、爺苓が箭

蔚に籠かなくなり、筋笛は匝ゎ
ょゎ

れないことで弱くなってしまい
なお ほうほう

ます。治す方法は、まだ見つか

っていません。憩著さんは、臼
さんにく よわ

竺
な

の筋肉が弱くなると、話すこと
て あし きん

ができなくなります。手足の筋
にく よわ も じ か

肉が弱くなると、文字を書くこ
も じ つ

とも、キー ボー ドで文字を打つ

こともできません。渕亥が籠

むと、家篠ゃ笈盪に慧いを伝ぇ

ら れ な く な っ て し ま う ので

す。

のう は つか

◇脳波使って文学襄複

籐が薔＜とき、紬薗に罹れ

る蒻ぃ蘊気信蒻を「籐疲」とい
あた虫 かんが て

います。頭で考えたことを手
く ち つ が 1こりう

ゃ口を使わずにパソコンに入

男するには、いろいろな芳怯

があります。 そのこつが「璽

砕の菟産 からた なか しん こう ！がか 1エう しゃ せん か がく

「体の中の信号を測る（放射線科学）

柵子です。埋科と藷薔が失好き。図曽蚤
すい り しようせつ

で推理小説をたくさん説みました」

の缶で支学を自＜」芳桧です。

籐著さんが籐疲を説み取るセン

サ ー を篠畜し、女学を奮＜動
さ おも う

作を思い浮かべます。パソコン

には、籐著さんの「この支学を

宵ぇたときには、この籐疲」
とく じ

という独自のデータがたくわえ
つか

られます。このデータを使って、

パソコンは 籐著さんが考えた

女学を擁蒻して紐べ、曾羹にす

ることができるのです。このシ

・

＋

ステムを利角すれば、在を勧
かん じゃ

かすことのできない患者さん
かん ，， し か ぞく

が、看護師さんや家族、そして

笈欠にも着彙で自努の気痔ちを
つた

伝えることができるようになり

ます。
さんさよう さ＇ じいつそうこうけんきbうしよ

産業技術総合研究所 （酋緑
けん のう は り よう

研）では、脳波を利用して、羅
き も ちょくせつつた

もが気持ちを直接伝えること

ができるようにするための芳祭

を餅寅しています。
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1 栢負さん

産冨長庸総各絣寅薪（産総餅）欠簡禰
ぼう 19んき,•う ぷ もん せんもん

報インタラクション研究部門。専門
のう が ぞうじようほう 乞 じ,·つ し9>つしんしようがつ こう

は、脳画像情報技術。出身小学校は
さ,>うしずおかけん ふ じ かわちょうりつ ふ じ かわ1かに しょう

旧静岡県富土川町立富士川第二小。

につぼん さいだいき,.う こうてさけんきりう き かん いばら さ けん

日本で最大級の公的研究機関なんだ。茨城喋つくば市など、
ぜんこく しよ けんさりうさょてん

全国 12か所の研究拠点があって、目染の産冨ゃ杜蚤に履立っ
ぎ じゅつ けんきゆう すす

技術について研究を進めているよ。

キッズむけウェプペー ジはこちら�
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